
開放型病床利用の案内

荒尾市立有明医療センター 患者サポート・医療連携室



開放型病院共同指導料（Ⅰ）

診察に基づき紹介された患者が、別に厚生労働大臣が定め

る開放利用に係る施設基準に適合しているものとして地方厚生
局長等に届け出た保険医療機関に入院中である場合において、
当該開放型病院に赴いて、当該患者に対して療養上必要な指
導を共同して行った場合に、患者１人１日につき１回算定する。

開放型病院共同指導料（Ⅱ）

診察に基づき紹介された患者が、開放型病院に入院中であ

る場合において、当該開放型病院において、当該患者を診察
した保険医療機関の医師と共同して療養上必要な指導を行っ
た場合に、患者１人１日につき１回算定する。



【開放型病院共同指導料（Ⅰ）】

→開放型病院に患者を紹介し入院させた医療機関が
算定 ３５０点

【開放型病院共同指導料（Ⅱ）】

→入院中の医療機関が算定 ２２０点



開放型病床利用の流れ （ FAX紹介予約の場合）

①『診察予約・検査予約FAX依頼書（兼診

療情報提供書） 』に開放型病床利用希望

と記載し、FAX送信

③『診察予約受診票』をFAX送信

かかりつけ
医師

荒尾市立有明医療センター

専門医師

荒尾市立有明医療センター
患者サポート・医療連携室

（8：30～17：00）

患者様

②『診察予約・検査予約 FAX依頼書（兼診療
情報提供書）』 により診察予約日程調整

④『診察予約・検査予約 FAX依頼書（兼診療

情報提供書） 』 『診察予約受診票』を手渡し

⑤診察予約・検査予約 FAX依
頼書（兼診療情報提供書） 』
『診察予約受診票』を持参し外
来受診

⑦共同指導実施

紹介入院
⑥『外来受診ご報告書』をFAX送信。

※患者さんが入院となられた場合は、ご
報告書に、担当医師と病棟を記載します。



開放型病床利用の流れ （FAX紹介なしの場合）

③『外来受診ご報告書』をＦＡＸ送信
※患者さんが入院となられた場合は、ご報告書に、
担当医師と病棟を記載します。
※救急外来への紹介や、休日の紹介の場合は、
『開放型病床（共同指導）回答書兼受診票』を後日
FAX送信いたします

①『診療情報提供書』を渡す。

※診療情報提供書に開放型病床利用
希望と記載して下さい。

かかりつけ
医師

荒尾市立有明医療センター

専門医師

荒尾市立有明医療センター

患者サポート・医療連携室（時間内）

救急外来（時間外）

患者様

④共同指導実施
②『診療情報提供書』を持参
し外来受診

紹介入院

★救急外来からの紹介入院や、休日のご紹介の場合、開放型病床のお返事等は翌日以降になること
がありますのでご了承下さい。



開放型病院共同指導の流れ

１ 荒尾市立有明医療センターへ来院された際は、担当窓口にお越し下さい。
窓口で、来院名簿に記載し、名札と『共同指導シート』を受け取り下さい。

２ 患者さんの病室に訪問されて下さい。

各病棟のナースステーションで電子カルテをご覧いただけます。

患者さんに指導をされた場合は、指導の内容を電子カルテに記載して下さ
い。（窓口でお渡しした『共同指導シート』に記載いただいても結構です。）

３ お帰りの際は、窓口にお立ち寄り下さい。

患者さんに共同指導を実施された場合は、来院名簿にチェックされて下さ
い。※チェックが無い場合は、共同指導の確認ができない場合があります
ので、ご注意下さい。

窓口に、『共同指導シート』と名札をお戻し下さい。

４ 共同指導を実施された場合、患者サポート・医療連携室から貴院の連携担
当の方に、ご連絡をいたします。貴院では、『開放型病院共同指導料（Ⅰ）』
を算定されて下さい。開放型病院共同指導料は、お互いの病院で同時に発
生させる必要があります。

担当窓口：平日 8：30～17：15 患者サポート・医療連携室（1Ｆ）

休日・夜間等 救急外来窓口（守衛室）


